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韮崎市は、全国的にも有名な坂井遺跡をはじめ埋蔵文化財の宝庫として、

県内に知られております。とくに近年の県営圃場整備事業等の大規模開発に

ともない、数多くの遺跡が発掘調査されて、市民はもとより県内外の一般の

方々 。研究諸氏の注目を集めております。例えば、県営圃場整備事業にとも

ない昭和60年度に発掘調査された中道遺跡では、出土した縄文時代晩期の土

器片から最近になって糎痕のついたものがみつかり、この土器からさらにプ

ラント・ オパールが検出されたことにより、東国における弥生文化の波及を

考える上で貴重な発見となり、考古学・歴史学研究者はもちろんのこと、ひ

ろく一般の人々の関心を呼んでおります。この度発刊された本報告書は、そ

のような貴重な発見が相次ぐ大規模開発の一端として昭和63年度県営圃場整

備事業に伴い発掘調査された、後田遺跡の報告であります。後田遺跡からは、

縄文時代中期の竪穴住居址・配石遺構、縄文代後期の上偶、古墳時代の竪穴

住居址、奈良・平安時代の竪穴住居址などが発見され、貴重な資料が得られ

ました。これらの資料が、古代の人々の社会生活の解明の一助となればと願

うと同時に、永く後世に伝えることを責務と痛感致 します。

最後に、今回の調査並びに報告書作成に当たり、多大なる御理解と御協力

を頂いた、関係の諸機関及び皆様方に深く感謝を申し上げます。

平成元年 3月 31日

韮 崎 市 教 育

教育長 功

委 員 会

刀 幸 丸
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会が実施した。
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調査に至る経緯と概要

昭和63年度県営圃場整備事業実施にともない、本市教育委員会では韮崎市圃場整備室から依頼

を受け、事業予定地区を昭和62年度に試掘調査を行い、遺跡の存在を確認 した。その結果をもと

に、峡北土地改良事務所 。山梨県教育庁文化課・市教育委員会で協議を行い、遺跡名を後田遺跡

とし、圃場整備事業に先立って延面積約 5000″を対象として発掘調査を行い、記録に留め永 く

後世に伝えることとした。

発掘調査は、昭和63年 4月 より開始 し、約 5カ 月半行った。引き続き、遺物等の整理作業を行

い、報告書作成までの作業が完了したのは、平成元年 3月 であった。

Ⅱ 遺跡の立地と環境

1 遺跡の立地

後田遺跡は、山梨県韮崎市藤井町坂井字後田地内に所在した。

韮崎市は、山梨県の北西部に位置し、甲府盆地の北西端を占めている。市内を貫流彦る割 H・

塩川により、地形的にほぼ山地・台地・平地の三地域に分けられる。塩川右岸の氾濫原は、塩川

の浸食によって造 られた茅ケ岳山麓の断崖と、七里岩台地東側の片山とに狭まれた低地性平地で、

通称藤井平と呼ばれ、地内を貫流する黒沢川・藤井堰により水利がよく、肥沃で豊かな水田地帯

となっている。また、『甲斐国志』には「穴山ヨリ南小田川、駒井、坂井、中條、下條、韮崎等

ノ数村ヲ里人藤井ノ庄五千石 卜云」と記載があり、古くから穀倉地帯であったことが窺える。当

該地帯は一見平坦地の様相を呈してはいるが、地形を観察してみると、度重なる氾濫によちて自

然堤防状の微高地が所々に発達していることがわかる。藤井平は、このような微高地上に遺跡が

点在しており、後田遺跡は標高約 385印の水田下に発見された。

2 周辺の遺跡

番号 遺  跡  名 時 代 区 分 備 考

① 後 田 遺 跡 縄文・古墳・奈良・ 平安
昭和63年度
韮崎市教育委員会調査

② 前 田 遺 跡 鞍
昭
聖躇需豪育委員会調査

③ 中 本 田 遺 跡 縄文
昭
聖器需豪育委員会調査

④ 堂 の 前 遺 跡 弥生 。奈良・平安
昭
望藩需豪育委員会調査

⑥ 金 山 遺 跡 中卿
昭
望躇需豪育委員会調査

⑥ 中 道 遺 跡 縄文晩期・平安
昭
望慇需豪育委員会調査

―
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第 1図 後田遺跡①と周辺遺跡  (1:50,000)
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番号 遺 跡 名 時 代 区 分 備 考

⑦ 下 木 戸 遺 跡 平安

⑥ 中田小学校遺跡 縄文・弥生 。奈良・平安 昭
望閤需騒育委員会調査

③ 駒 井 遺 跡 平安
昭

留製賃垣蔵文化財センター調査

⑩ 宮 ノ 前 遺 跡 縄文・平安

⑪ 坂 井 遺 跡 縄文前期～晩期
志村滝蔵『坂井』地方書院
所雪不日40とF

⑫ 坂 井 南 遺 跡 古墳前期・平安
昭
聖居需豪育委員会第 3次調査

⑬ 天 神 前 遺 跡 縄文

⑭ 中条上野 1遺跡 縄文

⑮ 中条上野 2遺跡 縄文

⑩ 新 府 城 跡 中世城郭 国指定史跡

① 女 夫 石 遺 跡 縄文

⑩ 武田信義館跡 中世

⑩ 久保屋敷遺跡 古墳前期
日召

譴築賃垣蔵文化財センター調査

⑩ 北 下 条 遺 跡 弥生 。平安
昭
聖居得壕育委員会調査

Ⅲ 遺跡の地相概観

後田遺跡は、藤井小学校から200η程北及び北東側の、日当りの良い微高地で、北東側 と南東

側に集落が形成されている。遺跡の東側は、昭和61年度に発掘調査された堂の前遺跡があったと

ころで、現在は圃場整備された水田となっている。西側は緩やかに傾斜し低地となっている。調

査区域 C区において土層を観察すると、上位から下位に耕作土・水田床土 。暗褐色土～黒褐色土

の順に堆積がみられる。遺構は黒褐色土層中に掘り込まれていた。

Ⅳ 調 査 の 方 法

調査区域が比較的広範囲に散在しているため、便宣上A区・ B区・ C区・ D区に分けて調査を

行った。表土を排除した後,地形等を考慮 し任意に5η グリットを設定。B区は西から東へA～

C、 】ヒから南へ 0～ 6、 C区は南から北へA～ H、 東から西へ 0～ 12と 番号をつけ、A区・ D区

は省略した。鋤簾等により精査を行い、遺構確認の後、掘り下げを行った。遺物は出るが遺構の

確認困難な箇所はグリットの掘り下げを行い調査を実施した。

-3-
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構

調査の結果発見された遺構は、縄文時代中期の竪穴住居址 3軒・集石土坑 1基・配石遺構 2基、

古墳時代の竪穴住居址 2軒、奈良 。平安時代の竪穴住居址12軒・掘立柱建物址 1棟・ 濤 1基、そ

の他土坑などとなっている。以下、時代を追って遺構についてみていこう。

1縄 文 時 代

<B区 1号住居址> (第 4図 )

調査区域西端B ttA-2・ 3域に位置する。グリッド掘り下げに際して床面及び炉石を検出し

住居址と確認する。平面形はほぼ円形を呈する。規模は直径 4～4.4印を測る。壁高は高いとこ

ろで 30鰍前後を測る。壁はやや外傾 し立ち上がるが、北半分は削平が著 しく、東側は 2号住居

址と重複しており明瞭ではなかった。床面は平坦。柱穴は確認されなかった。炉は住居址中心部

から北によったところにあり、規模は約 40朗四方で床面からの深さ20印を測る。石囲い炉であ

るが、西と北側のみ石があった。埋甕は南東側にあり、正位に設置されるが胴部下半は欠損 して

いた。

<B区 2号住居址> (第 5・ 6図 )

調査区域西端B ttB-2・ 3域に位置する。グリッド掘り下げに際して暗褐色の落ち込みと炉

石を発見、さらに床面を検出し住居址として調査する。平面形は不整円形を呈する。規模は直径

約 4.5何 を測る。壁高は高いところで 30師前後を測る。壁はやや外傾 し立ち上がるが、北半分

は削平が著しく、西側は 1号住居址と重複 しており明瞭ではなかった。床面はほぼ平坦。柱穴は

5本検出され、床面からの深さは20翻前後を測る。炉はほぼ 90× 90師四方床面からの深さ約35

師の石囲い炉で、住居址内北よりに構築される。本炉は底に大型の深鉢の破片を敷き詰めてあっ

た。埋甕は南側壁際にあり、偏平な石で二方を囲み、逆位で日縁部と底部が欠かれ石が載せてあっ

た。

<B区 3号住居址> (第 7・ 8図 )

調査区域西端B ttC-3域に位置する。グリッド掘り下げに際して暗褐色の落ち込みと炉石を

発見、 さらに床面を検出し住居址として調査する。平面形は不整円形を呈する。規模は東西約

4,7翻 、南北約 4.3れ を測る。壁高は高いところで約 35翻を測る。壁はやや外傾して立ち上がる。

床面は中央部がやや高い。柱穴は5本、床面からの深さは 30～15師と不揃いとなっている。南

西の柱穴内側には直径約 65師 深さ約 7朗程の上坑がある。炉は東西約 1傷、南北約 80師、床

面からの深さ約 55翻の石囲い炉で、住居址内北よりに構築される。本炉は底に大型の深鉢の破

片を敷き詰めてあった。埋甕は南側壁際にあり、正位に置かれ底部を欠損、近くに偏平な石があ

る。

<C区 1号集石土坑> (第 9図 )

調査区域東端CttA-1・ 2域に位置する。排土作業に際して石の集まりを確認 し、精査の結

果土坑を検出する。土坑の平面形態は楕円形に近 く、東西約60師、南北約53鰍、確認面からの深

遺

-6-
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第 5図  B区 2号住居址 (1/40)

第 6図  B区 2号住居址埋甕・炉 (1/30)
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第 7図  B区 3号住居址 (1//40)
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第 8図 B区 3号住居址炉・埋輩 (1/80)

さ約25翻を測る。本土坑は断面ほぼ半円

形で、底には、長さ15印前後の比較的平

らな石が敷き詰めてあった。土坑の北西

側には、50翻前後の偏平なものを主体に、

その他15印前後～人頭大の石のまとま

りがみられる。本遺構の性格等は不明で

あるが、土坑内からは、深鉢形土器の破

片が出土 しており、また、石のまとまり

からは、土坑に近いところから頭部など

を欠損 した石棒が出土 している。

<C区 1号配石遺構> (第 10図 )

調査区域中央D-5・ 6域に位置する。

排土作業に際して石が検出され、グリッドを掘り下げて石の範囲を確認 した。石は直径約5.5η

の円形の範囲にまとまっており、中央に1.5初 四方程の空間をもち、南西側は石のつながりがみ

られず口があいたように開く「 C」 字形の形態を呈 している。円内側の空間地は平坦であるが、

床面にみられるような踏み固めた面はない。また、周辺にはピット等の遺構は確認されなかった。

使用されている石は、C区 1号集石土坑・ C区 2号配石遺構にみられるような平たいものは少な

く、20飢前後～人頭大のものと50～70翻前後代の大きなものがみられる。本遺構からは石棒・土

偶等の特殊な遺物の出土はなく、遺構の性格などの詳細はあきらかではないが、3カ所で石の下
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第 9図 C区 1号集石上坑 (1/40)
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第 10図  C区 1号配石遺構 (1/60)

から大型の深鉢が出土 している。

<C区 2号配石遺構> (第 11・ 12・ 71図 )

調査区域西半部B-8・ 9・ 10・ 11・ 12、 C-8・ 9・ 10・ 11・ 12、 D-8。 9・ 10011・ 12

域に位置する。排土作業に際して石が検出され、グリッドを掘り下げて石の範囲を確認 した。石

はほぼC-10・ 11、 D-9・ 10・ 11域に、東西・ 南北約 8例で中央に 4η四方の空間をもった方

形に配されており、さらに南西及び南東の角から斜めにほぼ対角線の延長線上に広がりをみせて

いた。この斜めの張り出し部分の長さは約10π を測るが、石のつながり方は連続的ではない。方

Ｂ

一

Ｂ

一
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第 12図 C区 2号配石遺構エレベーション図 (1/120)

形の中央の空間地は平坦であるが、床面にみられるような踏み固めた面はない。また、周辺には

ピット等の遺構は確認されなかった。使用されている石は80魏前後の平石が目立ち、20伽前後～

人頭大のものと50～70蝕前後代の大きなものがみられる。斜めに張り出した部分には平石はない。

本遺構からは石棒・上偶等の特殊な遺物の出土はなく、遺構の性格などの詳細はあきらかではな

いが、東西 。南北の張り出し部分と方形配石の南辺部には埋甕が点在していた。

2 古墳時代

<C区 4号住居址> (第 13図 )

調査区域東端B-0。 C-0域、 6号住居址の南に位置する。暗褐色十中に黒褐色の落ち込み

を発見し、精査して平面形態を探り掘り下げを行った。規模は長軸約4。 3η、短軸約3.7れ で、平

面形はほぼ隅円長方形を呈する。壁は外傾 しながら立ち上がり、高さは閉～25翻前後を測る。床

面は比較的平坦。穴は8カ 所検出され、床面からの深さ20軌前後を測る。柱穴は壁に沿った 6本

が当たるのであろうか。床面中央付近に上器を敷き詰めた凹みがみられたが、火を受けた様子は

なく、炉は明確ではない。長軸の方向はN-70° 一E。

<C区 5号佳居址> (第 14図 )

調査区域東側のC-1・ 2域、 4号住居址に狭まれたところに位置する。排土作業に際して大

型の甕形土器が検出されたので、精査して平面形態を探り暗褐負十中に黒褐色の落ち込みを発見

し、掘り下げを行った。規模は長軸約4.3印、短軸約3.22で、平面形はほぼ隅円長方形を呈する。

床面は、中央が若千盛り上がり気味となっている。柱穴は4本主柱穴で、平面形は円く直径20師

前後、床面からの深さは南東側のものから時計回りに17cM・ 3000・ 38蝕・ 46印を測り不揃いとなっ

ている。壁は外傾しながら立ち上がり、高さは低いところで15師、高いところで25飢、平均20釦

前後を測る。炉は地床炉で、東側の柱穴を結ぶ直線上よりも外 (東 )側に出ており、約57× 51師

-13-
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第 13図  C区 4号住居址 (1/40)

の不整楕円形の範囲に床面より若干凹んだ部分となっており、西辺に7× 23飢と6× 20鰍の枕石

をともなっていた。本炉は焼上があまりみられなかった。他に内部施設として、54× 67師の不整

楕円形を呈し床面からの深さ約 13印の幅鉢状の穴が床面中央南側にみられた。また西壁北半分

から約 1.6η ×90師床面からの高さ5切程の不整長方形の高まりが作り出されていた。長軸の方

向はN-76° 一E。 本住居址からは比較的上器の出上が多くみられた。出上位置は大型の甕・甕・

S字状口縁台付甕・ 高郭が北西隅、甕が中央部、小型鉢が南壁際、小型壼が東側で、殆どがつぶ

れて発見された。
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3 奈良・ 平安時代

<A区 1号住居址> (第 15図 )

調査区域南東に位置する。排土作業に際して焼土及び床面が確認された住居址である。耕作等

の影響により削平が著しく、遺存状態は悪 く、壁高は高いところでも10師程であった。規模は

東西約 4.3阿、南北約 3.5ηで、平面形は隅円長方形を呈する。床面は比較的平坦で堅緻である。

柱穴はない。カマドは北西隅に構築されていたと思われるが、削平により焼上が確認できるのみ

であった。出土遺物は極僅かであるが、本住居址は奈良時代のものであろう。

第 15図 A区 1号住居址 (1//40)

<C区 1号佳居址> (第 16図 )

調査区域東側B-2域、 5号住居址の南側に位置する。暗褐缶十中に黒い落ち込みを発見し掘

り下げる。平面形態は正方形を呈 し、規模は一辺約 2.8紀 を測る。壁は良好な立ち上がりをみせ、

-16-



V
一一　

′
Ｖ

／

卑

―

十

Ｉ
Ｊ

阿

旧

阿

――――

照

「

イ

一

o                        2阿

も 6移

＼
Ｘ

一

第 16図  C区 1号佳居址 (1/40)・ カマ ド (1/20)

-17-



ノ

打

・

0                2れ

|く

X

X

Xア

X′

く
、

0                1″

第 17図  C区 2号住居址 (1/40)・ カマド (1/20)

-18-



〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
ｄ
Ｓ

肝

Ｈ

Ｈ

叶

＝

Ｈ

Ｌ

第 18図 C区 3号住居址 (1/40)・ カマド (1/20)

―-19-一



高さは30帥前後を測る。床面は堅 く平坦である。柱穴・ 周溝はない。カマ ドは東壁南半部に構

築され、規模はおよそ長さ 1.2れ 、幅 90θ加で、石を組んで作られる。内部に甕を支える支脚の石

があり、土師器皿が 3枚程伏せてかぶせてあった。本住居址は平安時代のものである。

<C区 2号住居址> (第 17図 )

調査区域東側D-2域、 5号住居址の北側に位置する。暗褐色土中に黒い落ち込みを発見し掘

り下げる。平面形態は隅円方形を呈し、規模は一辺約 2.8～2.9れ を測る。壁は外傾しながら立ち

上がり、壁高は25師前後を測る。床面は堅 く平坦である。柱穴・ 周溝はない。カマ ドは東壁南

半部に構築され、規模はおよそ長さ1例、幅90翻で、石を組んで作 られていたと思われるが、

遺存状態は悪かった。本住居址は平安時代のものである。

<C区 3号住居址> (第 18図 )

調査区域東側C-3域に位置する。排土作業に際してカマ ドを検出し住居址とする。平面形態

はほぼ長方形を呈し、規模は東西約 2.8例 、南北約 2.5印 を測る。壁は外傾しながら立ち上がり、

壁高は 15釦前後を測る。床面は堅く平坦である。柱穴・ 周溝はない。カマ ドは東壁南半部に構

築され、規模はおよそ長さ 1.3れ 、幅 90魏で、石を組んで作られていたと思われるが、遺存状態

0                        2切

第 19図  C区 6号住居址 (1/40)
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は悪かった。本住居址は平安時代のものである。

<C区 6号偉居址> (第 19図 )

調査区域東端C-0・ D-0域、4号住居址の北側に位置する。暗褐色土中に黒い落ち込みを

第 20図 C区掘立柱建物址 (1/40)
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ミ

Ｎ

あ

~③

◎  ~5「

③
上



発見し掘り下げる。平面形態は隅円長方形を呈 し、規模は東西約 3η、南北約 2.8れ を測る。壁

は外傾しながら立ち上がり、壁高は25師前後を測る。床面は堅 く平坦である。柱穴・ 周薄はな

い。カマ ドは東壁南半部に構築され、規模はおよそ長さ 1,3れ 、幅 1翻で、石を組んで作 られて

いたと思われるが、遺存状態は悪かった。本住居址は平安時代のものである。

<C区掘立柱建物址> (第 20図 )

調査区域東半部A-30B-3域 に位置する。当初黒い落ち込みを掘り下げたところ、穴が並

んで検出されたので、掘立柱建物址とした。柱間は約 1.8阿 で、東西 2間、南北 2間の建物址で

ある。柱穴は、直径 30師前後で、確認面からの深さは20～35印を測る。出土遺物はないが、平

安時代のものであろう。

<D区 1号住居址> (第 21図 )

調査区域東南端に位置する。試掘調査により床面が確認され、住居址としたのであるが、掘り

第 21図 D区 1号住居址 (1/60)
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下げたところ、一般の住居址とは形態を異にしていた。平面形態は不整の方形を呈するものと思

われるが、定かではない。南北で 6.6れ を測る。穴は東側に 6つ検出された。床五からの深さは

25帥前後を測るが、平面形態はそれぞれである。壁は外傾しながら立ち上がる。床面は比較的平

坦であった。北側は5号住居址に切られている。本遺構は奈良時代のものであろうか。

<D区 2号住居址> (第 22図 )

調査区域南側に位置する。北西部は3号住居址に切られ遺存していない。遺構同志の切り合い

を考慮し、上層観察用の土手を残 し掘り下げる。規模は東西約 4れ、南北約 3.5翻 で、平面形は

長方形を呈する。壁は良好な立ち上がりをみせ、30触前後を測る。 3号住居姓との床面の比高差

約 3財を測る。床面はほぼ平坦。柱穴・ 周溝はない。カマドは東壁南側に東西 1.1れ 、南北 lη

程の規模で、石を用い構築される。本住居址は平安時代のものである。

第 22図 D区 2号住居址 (1/40)
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第 23図 D区 3号住居址 (1/40)
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<D区 3号住居址> (第 23図 )

調査区域南側に位置する。2号住居址を切って構築される。規模は東西約 4何 、南北約 4.5η

を測る。平面形は南北 1二やや長い長方形を呈する。壁は外傾しながら良好な立ち上がりをみせる

が、2号住居址を切る部分は明瞭ではなかった。壁高は40翻前後を測り比較的深い堅穴となっ

ている。床面は平坦。柱穴 。周濤はない。カマドは東壁南側に石を用いて構築される。本住居址

は平安時代のものである。

<D区 4号住居址> (第 24図 )

調査区域南側、 2号住居址の東側に位置する。規模は東西約 3.4旬 、南北約 2.9紀を測る。平

面形は東西に長い隅円長方形を呈する。壁は外傾しながら良好な立ち上がりをみせる。壁高は35

師前後を測り比較的深い竪穴となっている。床面は平坦。柱大・周濤はない。カマドは東壁南側

に石を用いて構築されたと思われるが、遺存状態は悪かった。本住居址は平安時代のものである。

<D区 5号住居址> (第 24図 )

調査区域南側、4号住居址の南東に位置する。1号住居址を切って構築される。規模は東西約

3.2π 、南北約 3.2紀 を測る。平面形は不整の方形を呈する。壁は外傾しながら良好な立ち上がり

をみせるが、南東側の1号住居址を切る部分は明瞭ではなかった。壁高は50切前後を測り深い

竪穴となっている。床面は平坦。柱穴・ 周溝はない。カマドは東壁南側に、東西約 1,2縮 、南北

約 1紀の規模で石を用いて構築されたと思われるが、遺存状態はあまり良くなかった。本住居址

は平安時代のものである。

<D区 6号住居址> (第 25図 )

調査区域北辺に位置する。規模は東西約 4.5れ、南北約 3.7宙 を測る。平面形は不整の長方形

を呈する。壁は外傾しながら立ち上がる。壁高は30～40財前後を測る。床面は平坦。柱穴は西

側に 1つ あり、床面からの深さ28魏を測る。周濤はない。カマドは検出されなかった。本住居

址は平安時代のものであろう。

4 その他の遺構

<C区土坑群> (第 26図 )

土坑群はA-4・ B-4域に位置する。北から南にI～Ⅳとし、みていく。

I 規模は東西約 90師、南北約 85翻で、平面形は不整円形を呈する。確認面からの深さは約

14印を測り、底に石が敷き詰めてあった。

Ⅱ 規模は長軸約 1.25れ 、短軸約 1.1紀で、平面形は不整楕円形を呈する。確認面からの深さ

は約 25翻前後を測る。

Ⅲ 規模は長軸約60師、短軸約 40伽で、平面形は不整楕円形を呈する。確認面からの深さは

約25師前後を測る。

Ⅳ 規模は長軸約 1。 15η、短軸約80印で、平面形は不整楕円形を塁する。確認面からの深さ

は約 25翻前後を測る。
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第 25図 D区 6号住居址 (1/40)

<C区 溝> (第 27図 )

調査区域A-4・ B-4・ C-4域西端に位置する。グリッド掘り下げに際して検出された。

北から南に流れる濤である。長さ約 15,5紀 、幅 30～70節を測る。濤の断面形態はほぼ逆台形を

呈する。確認面からの深さは約 15～35翻で、漸次深くなっている。底には大きな石などはみら

れなかったが、砂利等が確認された。
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塩逗Ⅵ

調査の結果出上した遺物は、縄文時代中期中葉～後半 。後期前葉、古墳時代前期、奈良・平安

時代にわたっている。それらは竪穴住居址・集石土坑・配石遺構などの各遺構にともなうものが

主体となっている。以下、時代を追って遺物の概要をみていこう。

1 縄文時代

<B区 1号住居址出土遺物> (第 28図 )
(単位 効)

<B区 2号住居址出土遺物> (第 29・ 30図 )
(単位 効)

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ

面
面

内
外

色
／
ヽ

整形・ 特徴 。その他
器高・ 口径・底径

1
縄 文
土 器 深鉢 ― ,30.0, 一 白色砂粒を

含む
橙茶褐色
暗茶褐色

れさ

る
割
れ

区
ら

で
見

帯
が
り

隆
文
あ

部
垂
線

胴
懸
条

うず巻と蛇行

破片

縄 文
土 器

深鉢 ― ,24.0, 一 白色粒子、
砂粒を含む

灰茶褐色
茶褐色

胴部は5本の隆帯で区割され条線が
施されている

埋甕
1/2残

土偶
自色粒子を
含む

灰褐色
黒 変 脚部破片

石棒

石器 ?

石器
ぼ
石

く
み

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
色  調

(環需)
整形・特徴 。その他

器高・ 口径・底径

1
縄 文
土 器 深鉢 ― ,40.0, 一 白色粒子を

含む 暗褐色 隆帯によるうず巻きと条線が施され
ている        炉敷土器

2 縄 文
土 器

深鉢 ― ,36.0, 一 粗い白色粒
子を含む

暗褐色
灰褐色

把手が5コ あり、そのうち4コ はX
字状、胴部うず巻きで下半にU字隆
帯で条線が施されている  埋甕

3 縄 文
土 器 深鉢 -1 -, 7.0 白色粒子を

含む
黒褐色
赤褐色

胴部に隆帯と条線が施されている
底部破片

4 縄 文
土 器 深鉢 ― ,24.0, 一 白色微砂粒

を含む
黒褐色
褐色

胴部にうず巻きがあり条線が施され
ている

5 縄 文
土 器 深鉢 38.0, 白色粒子を

含む
灰掲色
橙褐色

胴部にうず巻きがあり条線が施され
ている
底部穿孔       炉敷土器
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<B区 3号住居址出土遺物> (第 31図 )

<C区 1号集石土坑出土遺物> (第 32図 )

<C区 1号配石遺構出土遺物> (第 33・ 34・ 35図 )

(単位 効)

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
色  調

(環目)
整形・ 特徴 。その他

器高・ 口径・ 底径

1
縄 文
土 器

深鉢
粒い白色粒
子を含む

橙褐色
一部黒変

明褐色
一部黒変

隆帯と条線がみられる
底部破片

2
縄 文
土 器

深鉢 ― ,29,2, 一 白色砂粒を
含む 暗茶褐色

頸部に隆帯によるうず巻きがあり条
線も施されている

口縁部破片

3 縄 文
土 器 深鉢 480, 37.0, 10,4

粒
に

色
量

白
多

い
を
む

粗
子
含

黒褐色
口緑部赤変

橙黄褐色

穎謝省争埋暫系宏τ醒蜂慕悠垂8李
いる
間に条線が施されている 炉敷土器

4 縄 文
土 器 深鉢 26.5, 234, 7.8 白色砂粒を

多量に含む 赤褐色

口縁部から胴部にかけて隆帯による

'泰

奪重ど盪2胴
部に横S字モチー

地文は縦位の条線である
底部穿孔         埋甕

5 石 器 破片

(単位 効)

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
色  調

(寅署)
整形・特徴 。その他

器高 。日径 。底径

1
縄 文
土 器

深鉢 ― ,24.8, 一 粗い白色粒
子を含む 褪褐色 衆目正機涙口緑部に隆帯によるうず

巻文、胴部は隆帯を懸垂させ
その間に列点状刺突文

2 石 器 石棒

(単位 効)

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
色  調

(界露)
整形・特徴 。その他

器高 。日径・ 底径

1
縄 文
土 器

深鉢 ― , 一 ,4.8 3岳を蕃b維帥純中
外面一眼憩好簸墾隻誓縄こ導よ哲

土

1
縄 文
土 器 深鉢 76.0, 54.4, 10.3 黒・ 白砂粒

を含む
淡赤褐色
黄褐色

外面一文様区画は横位に楕円形と三

奥髪宅呂零石麗制負滝善綺樫
施 している

縄 文
土 器

深飽 69.0, 356, 10.8 白色粒子、
砂粒を含む

淡茶褐色
(一部赤褐

色黒変)

水煙土器
外面胴部に縦の条線が施される
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<C区 2号配石遺構出土遺物> (第 36・ 37・ 38・ 39。 40。 41・ 42図 )   (単 位 流)

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
色  調

(環目)
整形・特徴 。その他

器高 。口径・ 底径

1
縄 文
土 器 深鉢 ― ,43.4, ― 細い砂粒を

含む

黄灰褐色
淡茶褐色
(一部黒変)

外面一口縁部は無文
頸部に四個等分の把手
胴部にうず巻状文を描きなが
ら隆帯が垂下、その間に条線
が縦や斜めに施されている

縄 文
土 器 深鉢 47.2, 細い白色粒

子を含む

赤茶褐色
灰赤褐色
(下部赤褐
色)

外面一口縁部にU字の隆帯、それを
囲むように懸垂する隆帯の間

催筆學冤
状列

Fの
突文あり

蟹嚢 深鉢 48.4, 40,2, 砂粒を含む
灰赤褐色
赤褐色
(一部黒変)

外面―報撃妊寮爆言?紀琴季巻文を
描き隆帯が垂下、その間に綾
杉文が施されている

縄 文
土 器 深鉢 ― .一 .9.8 砂粒を含む 黄茶褐色

(一部黒変)

外面―頸部に四個等分の把手
文様は隆帯のみで構成されて
いる
底部穿孔 ?

縄 文
土 器 深鉢 砂粒を含む

灰茶褐色
黄焦げ茶褐
色

外面一口縁部は無文

嬰譲ほ響早霜盆竃彬赤隆帯で
区切り、その間にハの字状列
点の刺突文あり  底部穿孔

縄 文
土 器 深鉢 響愁砂粒

を 褐
色
茶

掲
げ

茶
焦

灰
黄
色

外面―胴部に大きな二重のうず巻文
を描きながら隆帯が垂下する
その間に縦の条線が施されて
いる

縄 文
土 器 深鉢 ― . ― ,9.0 細い自色粒

子を含む

赤褐色
黄茶褐色
(一部黒変)

外面―頸部に四個等分の把手
胴部に大きなうず巻文を描き

暁慕紀詈胎 、宮蝋睦杉

縄 文
土 器

深鉢 ― . ― .10.6
細い砂粒を
含む

色
色

褐
褐

赤
橙

灰
灰

外面―
霜華希甲埋斎盆?署蓬文が大
小並びその下中心から隆帯が
垂下 し、その間の上部はハの

霧然盤菩義モ下菅
は乱雑に条

縄 文
土 器 深鉢 48.0, 43.0, 金雲母を多

量に含む
灰肌褐色
暗灰赤褐色

外面―電撃伝蜜媚薪傘線豊秀形の隆
の間にハの字状刺突文あり
底部穿孔

縄 文
土 器 深鉢 ― ,  一 ,10.8

粗い白色粒
子を含む

赤褐色
外面上部黒
変

外面一頸部に四個等分の把手
胴部にうず巻文を描きながら
隆帯が垂下し、その間にハの
字状刺突文あり 底部穿孔 ?

縄 文
土 器 深鉢 砂粒を含む 灰黄褐色

灰橙褐色

外面―頸部に四個等分の把手
把手と把手の間を隆帯がクロ

る名きな察害陸審系皇雫壱子
その間にハの字状列点の刺突
文あり

縄 文
土 器 深鉢 43.0, 41.2, 10.4 白色粒子、

砂粒を含む
色
色

褐
褐

黄
肌

灰
灰

外面―頸部に四個等分の把手
隆帯で縦、横を区切り、その

腰饂象冤
字状刺突文あり
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<B区遺構外出土遺物> (第 43・ 44図 )

<Ctt B-11グ リッド出土遺物> (第 45。 46・ 47図 )

(単位 効 )

(単位 切 )

番号 種 類 器形
法 塁

胎  土
調
ヽ
ノ

面
面

内
外

色
／
く

整形・ 特徴 。その他
器高・ 口径・底径

J

文
器

縄
土 深鉢 28.6, 自色砂粒を

含む
色
色細

賂
暗
暗

胴部は5本の懸垂する隆帯で区割さ
れ地文は縦位の条線である

文
器

縄
土 深鉢 28.0, 自色砂粒を

含む
色
色細

絡
赤
暗

棒状工具で縦位に平行した 2本の沈
線を施し、 6区割されている
間に綾杉文が見られる

文
器

縄
土

型
鉢

小
深

22.8, 20.4, 6.8 白色砂粒を
含む 暗灰褐色

隆帯による5つのわらび手状の文様
が区割され、その間に条線が施され
ている その中に2つ に蛇行した沈
線がみられる

4
文
器

縄
土 躍

鉢
22.0, 18.0, 8.0

自色砂粒を
含む

橙茶褐色
赤橙褐色

隆帯による「同」字状文と条線を組
み合わせ中に渦巻文を施す
底部穿孔

5
文
器

縄
土 深鉢 ―,32.4, 一 自色砂粒を

含む
色
色納

絡
黒
暗

口縁部下部に鋸歯文が施され、胴部
はアーチ型の凸帯の両側に連続の刺
突文が施されている

6
文
器

縄
土 深鉢

白色砂粒を
含む

淡灰褐色
黄灰褐色

胴部は隆帯で区割された中に蛇行し
た沈線が懸垂し、条線がある
底部穿孔          理甕

7
文
器

縄
土 深鉢 20.4, 21.4, 3.6 白色砂粒を

含む

暗茶褐色
淡焦げ茶褐
色

2本 1単位の縦位の沈線が施文され
る
底部穿孔

文
器

縄
土 樫

壷
白色砂粒を
含む

橙茶褐色
頸部に把手二つを有し、胴部に隆帯
によるS字文が3コ あり、その間に
条線が施されている

文
器

縄
土 深鉢 40,0, 30.0, 9.2 白色砂粒を

含む
赤黒茶褐色
赤黒褐色

胴部に2本と4本の沈線が 4単位懸
垂しその間に条線が施されている

埋甕

文
器

縄
土 深鉢 一 , 一 ,12.0

自色砂粒を
含む

色褐
色

黒
褐

赤
橙

縄文が施されている
埋甕

番号 種 類 器形
法 塁

胎  土
調
ヽ
ノ

面
面

内
外

色
ｒ
く

整形・ 特徴 。その他
器高・ 口径・ 底径

1

文
器

縄
土 深鉢 18.0,

細かい
砂粒を含む

自褐色
～暗褐色

器面は磨かれる。
日縁部には沈線に狭まれた充填縄文
帯と「 8」 字貼付文を伴う有刻の隆
線がめぐる。

文
器

縄
土

〓望 ― ,12.5,  一 砂粒を含む 暗茶褐色

内面は磨かれる。外面胴部は沈線と
充填縄文による文様。口縁部には小
突起を境に両端を刺突する沈線がめ
ぐる。

文
器

縄
土 深鉢 ― ,12.0,  一

砂粒、赤掲
色粒子を含
む

暗褐色
内面は磨きがかけられる。
口縁部に有刻隆線と「 8」 字状文が
組み合わされている。
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番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
≫面

面
内
外

色
／
＼

整形・特徴 。その他
器高・ 口径・底径

4
文
器

縄
土 鉢 7.5,  一 ,  一 細かい砂粒

を含む
暗褐色

器面は磨きがかけられる。
口縁部～頸部、有刻隆線十「 8」 字
′状文。
胴部は、充壊縄文と沈線による窓枠
状三角形文。

5
文
器

縄
土 鉢 ― ,23.0, 一 砂粒を含む 暗褐色

器面は丁寧に磨かれる。口縁部は刻
目・押え 。沈線がめぐる。胴部外面
は沈線・ 刺突列・ 充填縄文により施
文される。

6
文
器

縄
上 深鉢 ― ,32.0, 一 砂粒を含む 淡橙褐色

内面は磨かれ、口縁に沈線がめぐる
外面口縁部は、小突起・ 有刻隆線と

「 8」 字状文が組み合わされる。胴
部には沈線による楕円形の窓枠状文
がみられる。

7
文
器

縄
土 深鉢 ― ,16.8, 一 砂粒を含む

暗褐色
白褐色

内面は磨きがかけられる。
日縁部には円形貼付文を伴う有刻隆
線がめぐる。

8
文
器

縄
土 浅鉢 ― ,32.0, 一 砂粒を含む

系色
色

褐
褐

暗
褪

器面は磨きによる仕上げ。口唇部に
有刻の小突起と束I突ア1がめぐる。
口縁部内側には沈線と充填縄文によ
る文様。

9
文
器

縄
土 深鉢 ― ,17.5, 一 砂粒を含む 暗褐色

器面は比較的丁寧な磨きにより仕上
げてある。刻目・ 沈線・ 磨消縄文等
により口縁部に文様が施される。

文
器

縄
土 注目 11.5,  一 , 一 細かい砂粒

を含む
暗褐色系
黒褐色系

器面は比較的丁寧に磨かれる。
外面には曲線的な集合沈線文が施さ
れている。

文
器

縄
土 鉢 ― ,25.5, 一 砂粒を含む 自褐色系

内面は磨きが施されていると
口縁部内側に沈線がめぐる。

文
器

縄
土 鉢 ― ,18.8, 一 砂粒を含む

褪暗褐色
暗灰褐色

磨きにより仕上げられる。

文
器

縄
土 浅鉢 4.8, 14.0, 砂粒を含む 白褐色系

黒斑あり
内・ 外面撫で磨き仕上げ。

文
器

縄
土 深鉢 ― ,20.0, 一 砂粒を含む 褪赤褐色 内面はは粗い磨きが施される。

文
器

縄
土 深鉢 ― ,35.3, 一 砂粒を含む

褪褐色
暗褐色系

器面は磨滅によリザラつく。
粗製の大型深鉢形土器。

文
器

縄
土 深鉢 ― ,20.0, 一 砂粒を含む 褐色

～暗褐色

内面は粗い磨き。
口縁部に沈線がめぐる。
外面は削りふうの撫で。

文
器

縄
土 深鉢 ― ,23.8, 一 砂粒を含む 暗灰褐色

内面は雑な磨き。
外面は粗い撫で。
口縁部は刻目がめぐり、内側に沈線
が横走し外側に条線が施される。

文
器

縄
土 深鉢 ― , 27.3,  一 砂粒を含む

色褐
系

赤
色

褪
肌

口縁部外側に格子状に条線が施され
る。若千煤ける。
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番号 種 類 器形
量法

器高・ 口径・底径
胎  土

調
ヽ
ノ

面
面

内
外

色
／
く

整形・特徴 。その他

土偶
中空土偶の脚部砕片。
輪積みによりつくられる。

本土儡の形態は、顔をやや斜め上にあげて、水平に上げた腕を肘から垂直に下げ、腹を突き出

し、股を少し広げて直立できるしっかりと踏ん張った両脚をもつ特徴的なものである。高さは

2115働 で、両腕があった場合の長さは推定で約 17勁。

顔は頭部に平板な仮面を付けた形態で、下半を欠損するが遺存部で最大約 6働の幅を測る。沈

線及び隆帯・ 刺突により、顔の輪郭・ 額・眉・ 目を表している。眉を表現する隆帯は顔の中心で

鼻になると思われる。口は小孔が穿たれる。頭部は半球状で、刺突と沈線による区画と、充填縄

文などにより、帽子のような表現がなされている。頭部中心の頂きには直径約 5 πT、 深さ4効程

の孔が穿たれている。頸部には入り口部が直径約 1伽、中央が直径約 5π訂の孔が横に貫通してい

る。胴部は、乳房の表現はなされておらず、脳を頂点として腹部が膨らんでいる。脳は沈線と隆

帯により円く表現され、中心に小孔が穿たれる。背面には渦巻文、腹部及び報稲には、沈線によっ

て欅状の文様がみられる。欅状にめぐる沈線の間隙には、刺突列と縄文が施されている箇所があ

る。肩部は頸部から水平に突出しており、左腕は肘で垂直に折れ曲げたような表現がなされてい

る。肩部には刺突と沈線により、方形の区画文・同心円文がみられる。屈曲した腕の外側には充

填縄文の施された沈線による方形の区画が作り出されている。右腕は欠損している。脚部は両脚

とも最大幅で7.4X6勁 を測る。底の若干上でくびれ、前後の面に左右対称に縄文を充填 した幅

広の「 C」 字形の区画文がみられる。811の裏面は2.3X3勁 の不整楕円形に孔が空いている。脚

部と背面の境界には同心円文が左右にある。脚部の付け根は穿孔されている。下腹部には、前後

2箇所に刺突された小突起により陰部が表現されている。

本土偶は、頭部 。左腕部を除いて中空に作られている。頭部は粘土塊を忘にその上に半球の帽

子状に粘土をかぶせ、顔は板状の粘上を張り付けてある。日に空けられた小孔は、頸部の中を斜

めに貫通し背部の内面まで届いている。胴部は腹部と背部を別々に作りつなぎ合わせており、器

壁は一様ではなく、破片の状態で内面に指頭圧痕が多く認められた。腰の孔は貫通している。腕

部は肩部で胴部に接合されていると脚部は輪積みによって作られる。 (本土偶は国立歴史民俗博

物館においてX線による内部観察を行った結果、断面等の構造が良好に把握できたものである。)

なお、挿図の脚部底の網点部は刻落部分、断面図の網点部分は残存部分を表わしている。

CttB-11グ リッドから出上 した遺物は、遺構に伴うものではなく、遺物包含層である黒

褐缶十中からほばまとまって発見された。土器の型式からすれば若子の時間的幅はあるもの

の、土偶を含めて一括で廃棄されたものであろう。
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第 32図 C区 1号集石土坑出土遺物 (1//4)

第 33図  C区 1号配石遺構出土遺物 (1/4)
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第 35国 C区 1号配石遺構出+惜物 (1/4)
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第 38図  C区 2号配石遺構出土遺物 (1/4)
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第 39図 C区 2号配石遺構出十着物 (1/4)
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第 43図  B区遺構外出十浩物 (1/4)
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番号 器 種
法 量 等 /胎  土 /色  調

整 形 特 徴 そ  の  他

1 壷

口径 8.4 底径 3,7 器高 10.5 完形 / 砂粒を含む / 肌色～白褐色系

口縁部横撫で、器面は撫で等の整形が施されたと思われるが、磨滅によリザラつく。

内面に輪積み痕がみられる。小型壷。

空

口径約 6.0 口縁部破片 / 砂粒を含む / 自褐色系

器面は磨きにより仕上げてある。日縁部端に亥J目 がめぐり、その内側に沈線がまわって

いる。

甕

口径 10.5 底部欠損 / 細かい砂粒を含む / 白褐色系

器面は撫で及び磨きにより仕上げられるが、磨滅によリザラつく。口縁部に刻目がめぐ

る。外面若千煤付着。

4 甕

胴部破片資料 / 細かい砂粒を含む / 肌色系

内面は削り及び撫で、磨き。外面は刷毛目状の撫でがみられる。

甕

胴部破片資料 / 細かい砂粒を含む / 褪赤掲色

内面は刷毛目状の痕跡が残る粗い磨きが施される。外面は刷毛目痕あり。

甑

口径15.3 底径 6.0 器高 9.3 1/5欠損 / 細かい砂粒を含む / 薄茶色

口縁部横撫で、内面は刷毛目痕あり。外面は磨き、撫でによって仕上げられるが刷毛目

痕がみられる。底部に単孔があく。

2 古 墳 時 代

<C区 4号住居址出十惜物> (第 48図 )

<C区 5号佳居址出十浩物> (第 49・ 50図 )

(単位 卵)

(単位 効)

番号 器 種
法 量 等 /胎  土 /色  調

整 形 特 徴 そ  の  他

1 士貿

口径 15.2 底径約 4.0 器高 20.O 1/s欠損 / 細かい砂粒を含む / 黒褐色

口縁部横撫で、胴部外面は撫で及び粗い刷毛目状の痕跡がみられる。胴部内面は細かい

刷毛目状の撫で乃至磨きが施される。

望

口径 12.0 底径 5.3 器高 16.2 口縁部若千欠損 /細 かい砂粒を含む /自褐色系

撫で、磨きにより仕上げられたと思われるが、磨滅によリザラつく。

霊

口径 8.8 底径 4.5 器高 12.0 第形 / 細かい砂粒を含む / 白褐色～褪赤褐色

口縁部横撫で、外面は比較的明瞭に刷毛目痕がみられる。胴部内面は棒状工具による磨

きが施される。

4 甕

口径 13.2 1/2欠損 / 砂粒を含む / 褪褐色系

口縁部は横撫でされ、刻目がめぐる。頸部内側に刷毛目痕がみられる。胴部内外面は撫

で乃至磨きにより仕上げられるが、磨滅によリザラつく。外面に若千煤付着。台付甕か?
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番号 器 種
法 量 等 /胎  土 /色  調

整 形 特 徴 そ  の  他

5 甕

回径 13.4 1/3欠損 / 砂粒を含む / 外面 赤褐色～褐色 内面
｀
暗褐色

口縁部は横撫でされ、刻目がめぐる。胴部内面は磨きが施され、外面には刷毛目痕がみ

られる。台付甕か? 内外面に若干煤付着。

6 甕

口径 18.2 2/3欠損 / 砂粒を含む / 褐色

口縁部には櫛歯状工具による刻目がめぐる。外面は細かい刷毛目が顕著である。内面は

刷毛目整形の後磨きがかけられる。

7 甕

口径 30.0 底径 10.0 器高 40.3 1/2欠損 /比較的細かい砂粒を含む /白褐色

口縁部は横撫でされ、

半は撫でが施される。
痕あり。

刻目がめぐる。胴部外面上半は斜位の細かい刷毛目状の整形、下

器内面は撫で整形で、頸部に若千刷毛目痕がみられる。底部木葉

8 甕

底径 7.3 1/2欠損 / 砂粒を含む / 灰褐色系

外面は棒状工具による撫で、内面は撫で乃至磨きが施される。

9 台付甕

口径 160 1/3及 び脚台部欠損 / 砂粒を含む / 暗掲色

S字状口縁部は横撫でされ、外側に刷毛状工具による刺突がめぐる。頸部内面は刷毛目

痕がある。外面頸部下には比較的粗い刷毛目が施される。外面頸部下に煤付着。

台付甕

底径 8.7 脚台部破片 / 細かい砂粒を含む / 白褐色系

内外面ともに刷毛目痕あり。

台付甕

口径 14.0 底径 6.2 器高 13.2 %欠損 /微砂粒を含む/外面 褪赤褐色 内面 暗褐色

磨滅が著しく、器面がザラつき整形等が不明瞭。外面に僅かに刷毛目痕がみられる。

高 郭

口径 19,7 1/3欠損 / 微砂粒を含む / 褪褐色

郭部は刷毛整形の後、放射状に箆磨きが施されている。脚部は欠損しているが,円孔が

3カ 所にあくと思われる。

鉢

口径 ■.0 底部 4.3 器高 5.2 口縁部若千欠損 / 砂粒を含む / 暗褐色

撫でにより仕上げられている。

14 gE

/ 砂粒を含む / 外面 褪橙掲色 内面 薄茶色

結節縄文が内側に施される。壷形土器の口縁部資料と思われる。15と 同一個体か ?

壷

/ 砂粒を含む / 褪橙褐色

胴部外面に円形貼付文及び結節縄文が施される壷形土器の破片資料。
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第 48図 C区 4号佳居址出土遺物 (1/4)

6

第 49図  C区 5号住居址出土遺物 (とノ/4)
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3 奈良・ 平安時代

<A区 1号住居址出十浩物> (第 51図 )

<C区 1号住居址出十浩物> (第 52・ 53図 )

(単位 勁 )

(単位 伽)

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
色  調

(ハ召)
整形・ 特徴 。その他

器高・ 口径・底径

1 土師器 甕 砂粒を含む 褪褐色 外面に横撫でと、

ｏ片
協
翻

秘
胴

酔

2 土師器 甕 砂粒を含む
色
色

褐
褐

暗
褪

外面に縦位の刷毛目痕あり。
胴部破片

需 種 類 器形
法 量

胎  土
色  調

(界召)
整形・ 特徴 。その他

器高・ 口径・底径

1 土師器 郭 4.25, 11.6, 50 赤褐色粒子
砂粒を含む

底部回転糸切り
1/5欠損

2 土師器 郭 4.1, 12.4, 赤色粒子を
含む 茶褐色 外面 体部下半ヘラ削り

底部ヘラ削り    2/3欠損

3 土師器 郭 3.85, 12.2, 3.9 白色粒子を
含む

赤茶褐色
黄茶褐色
一部黒変

体部下半、底部ヘラ削り

口縁部欠損

4 土師器 郭 4.0,13.4, 一 赤色粒子
砂粒を含む

黄茶褐色
黄橙褐色

体部下半、底部ヘラ削り
3/4欠損

5 土師器 郭 4.2,16.2, 一 赤色粒子
砂粒を含む 茶黄褐色 体部下半、底部ヘラ削り

墨書あり         3/4欠 損

6 土師器 琢 4.0, 12.4,  3.6 赤褐色粒子
砂粒を含む 黄茶褐色 塾薯ぁな部下半

ヘラ削り
底部糸切り後、ヘラ削り  1/3欠損

7 土師器 郭 3.86, 12.4, 3,0 赤色粒子
砂粒を含む

黄茶褐色
一部黒変

り一フ
リ

ヘ
削

と
フ

後
ヘ

リ
半
り

切
下
あ

糸
部
書

転
体
墨

回部
面

底
外

1/3欠損

8 土師器 郭 3.7, 14.8, 茶色粒子
砂粒を含む

黒
薄茶褐色

内面 培文あり
外面 体部下半ベラ削り 4/5欠損

土師器 郭 5.1, 16.2, 砂粒を含む 黒一部褐色
暗茶褐色

面
面

内
外 療離早筆資り鵠箸ヽ 的

雉〕％
土師器 郭 5.4, 17.4, 赤色粒子

砂粒を含む
黒
淡橙褐色

内面 ヘラ磨き
1/2欠損

土師器 皿 2.4, 11.0, 赤色粒子
砂粒を含む

面
り

外
削

体部下半～底部にかけてヘラ

土師器 皿 2.7,12.4, 一 赤色粒子
砂粒を含む 茶褐色

ロクロ水挽き後、底部ヘラ削り
2/5欠損

土師器 皿 2.5, 12.4, 赤褐色粒子
砂粒を含む 暗茶褐色 外面 体部下半ヘラ削り

底部墨書あり    1/3欠損

土師器 皿
赤褐色粒子
砂粒を含む

茶褐色
黄灰褐色

外面 体部下半ヘラ削り
底部ヘラ削り    1/2欠損

土師器 皿 ―,120, 一 砂粒を含む 淡橙褐色 外面 体部下半ヘラ削り
墨書あり         1/2欠 損

土師器 皿 2.4, 13.0, 砂粒を含む 黄茶褐色
外面 体部下半ヘラ削り
底部回転糸切り離し後ヘラ削り
底部墨書あり        完形
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番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ

面
面

内
外

色
／
く

整形 ◆特徴 。その他
器高 。日径・ 底径

土師器 皿 2.5, 12.8,4.0
茶色粒子
粗い砂粒を
含む

赤褐色

り削
り

ラ
切

へ
糸

半
転
り

下
回
あ

部
部
書

体
底
墨

面外

1/3欠損

18 石 器 砥石 全面にわたり使用痕あり

鉄 器 不明

石 器 錘

<C区 2号住居址出十浩物> (第 54・ 55図 )

<C区 3号住居址出土遺物> (第 56図 )

<C区 6号住居址出+浩物> (第 57・ 58図 )

(単位 翻)

(単位 初)

(単位 ω )

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
耐
騨

内
外

色
／
＼

整形・特徴 。その他
器高・ 口径・底径

1 土師器 郭 156, 赤色粒子を
含む 赤褐色

外面 ロクロ水挽
体部下半ヘラ削り  4/6欠損

2 土師器 郭 ―,13.0, 一 赤色粒子を
含む

黄褐色
暗茶掲色

外面
 管プ百求食

ラ削リ
ロ縁部破片

3 土師器 郭 6.7, 17.8,  6.6 赤色粒子を
含む

黒
灰黄褐色

外面 体部下半ヘラ削り s/6欠
損

4 土師器 郭 4.6, 12.4, 白色粒子を
含む

黒
黄茶褐色

底部回転糸切り     5/s欠
損

5 土師器 皿 ―,17.0, 一 赤色粒子を
少量含む

淡茶褐色
黄茶褐色

ロクロ水挽
底部ヘラなで        破片

土師器 皿
赤・ 白色粒
子を含む

黄褐色
赤褐色

外面 体部下半ヘラ削り
底部糸切り
器体部に墨書 (祝)?

口縁部一部欠損

7 土師器 皿
白・ 赤粒子
を少量含む

色褐
色

茶
褐

黄
茶

淡
淡

外面 体部下半、底部ヘラ撫で
回転糸切り       %欠 損

土師器 皿 ―,12,0, 一

赤色粒子多
量、白色粒
子少量含む

赤褐色
赤褐色一部
暗灰色に変
色

外面 体部下半ヘラ削り

%欠損

需 種 類 器形
法 量

胎  土
色  調

(界露)
整形・特徴 。その他

器高・ 口径・底径

1 土師器 皿 12 2, 赤色粒子を
含む 赤褐色 外面 体部下半ヘラ削り

1/2欠損

石 器 凹石 縄文時代の所産であろう

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
色  調

(界目)
整形・ 特徴 。その他

器高・ 口径・底径

1 須恵器 郭 14.8,3.4, 10.0 白色粒子を
を含む 明灰色 ロクロ水挽         破片
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番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
＞面

面
内
外

色
／
く

整形・ 特徴 。その他
器高・口径・底径

2 須恵器 論
郭

―, 一,7.6 白色粒子を
僅かに含む 明灰色

ロクロ水挽
底部破片

土師器 郭 ―, 一,4.8 茶色粒子
砂粒を含む

色
色

褐
掲

茶
茶

薄
黄 接票回禁繋易ぢ稜F梨 9削り

2/3欠損

4 土師器 郭 4.4 患患を蕃心
色
変

褐
黒

茶
部

橙
底 催覇回傘緊弱著残▼梨9削り

2/3欠損

土師器 皿 40 白色粒子
砂粒を含む 暗茶褐色 燿票回簸緊あ苦稜▼梨9削り

1/3欠損

土師器 甑 粗い白色粒
子を含む 赤褐色 写寧け警下著形、輪積痕がみら畿卑

土師器 甕 (?: ―,14.0, 一 砂粒を含む 暗赤褐色 舟署 儒罫轟昂型音
目
 口縁部破片

8 土師器 甕 (? ―,31.6, 一
粗い砂粒
金雲母を含
む

暗茶褐色 舟目
 写學離津甦:目    破片

石 器 招石 縄文時代の所産であろう

石 器 石棒 縄文時代の所産であろう

<C区幻の 7号住居址出十惜物> (第 59図 )

(※ 本址は床面のみが僅かに確認され、遺物が若干出土したにすぎない。)

<D区 1号住居址出土遺物> (第 60図 )

(単位 伽)

(単位 卵 )

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
”面

面
内
外

色
／
＼

整形 。特徴 。その他
器高・ 口径 。底径

1 土師器 蓋 赤色粒子を
含む 橙褐色 つまみ部破片

土師器 郭 建撃恋響患橙褐色 外吾
口
傑錦子軍巽ワ箭な切り写こ形

土師器 皿 3.0 赤色粒子を
含む 赤褐色 ロクロ水挽       4/s欠損

4 鉄 器 不明

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ

面
面

内
外

色
／
＼

整形・ 特徴 。その他
器高・ 口径・底径

須恵器 鉢 15.9, 24.0, 白色粒子を
含む 灰茶褐色 舞目

は
深累雫箪饗丁會i琴

される
口縁部～底部破片

土師器 郭 14。 9, 8.0 茶色粒子
砂粒を含む 攘爺墾異 底部ヘラ削り

2/3残存

土師器 郭 砂粒を含む 薄茶褐色
底部黒変

ロクロによる横撫で
破片

土師器 甕 ― ,24.0, 一 金雲母
砂粒を含む

褐色
茶褐色 外吾足帯沓示妖古鳥管

上げ
口縁部～胴部破片
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<D区 2号住居址出十借物> (第 61・ 62図 )

<D区 3号住居址出土遺物> (第 63・ 64図 )

(単位 効 )

(単位 効)

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
色  調

(環露)
整形・特徴 。その他

器高・ 口径・底径

1 須恵器 郭 ―,11.9, 一 白色粒子を
含む 白灰色

ロクロ水挽
破片

2 須恵器 甕 砂粒を含む 灰赤褐色 外面に叩目あり       破片

土師器 蓋 3.2,16.6. ― 茶色粒子を
含む 赤褐色 外面 回転ヘラ削り

4/5残存

4 土師器 郭 10.8, 5.3 砂粒を含む 黄茶褐色 外面 体部下半にヘラ削り
内面 暗文あり     1/2残 存

5 土師器 郭 5.8 砂粒を含む 橙薄茶色 催覇回嬢繋砺著
ヘラ削り  1/3残存

6 土師器 郭 3.9, 10.8, 砂粒を含む 茶黄褐色 内面 口緑部～内側にかけて煤付着
4/5残存

7 土師器 皿 2.35, 128, 砂粒を含む 黄橙褐色 底部回転糸切り離し後、回転ヘラ削
り           %残 存

8 土師器 皿 13.3, 砂粒を含む 茶褐色
暗茶褐色

ロクロ水挽
破片

9 土師器 皿 14.8, 6.3 砂粒を含む 黄橙褐色 底部回転ヘラ削り
外面 体部下半墨書あり  1/2残存

土師器 甕 ―.- 7.9 粗い砂粒を
含む

褪赤褐色
暗茶褐色

ロクロ整形
破片

土師器 小甕 ―,26.0, 8.8
金雲母、粗
い砂粒を多
量に含む

暗茶掲色

外面 刷毛整形
内面 横刷毛整形
底部に木葉痕あり

口縁部及び底部破片

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ

面
面

内
外

色
／
＼

整形・特徴 。その他
器高・ 口径・底径

1 須恵器 壷 精製 灰赤褐色系
ロクロ水挽
自然釉

長頸壷の頸部破片

2 土師器 蓋 ―,17.8,  一 赤色粒子を
含む 橙褐色

ロクロ水挽
1/4残存

3 土師器 蓋 3.9,16.4, 一 精製
暗茶褐色

ロクロ水挽
内面に放射状暗文 口縁部一部破損

4 土師器 郭 15.4, 8.4 細い赤色粒
子を含む

付高台
2/3残存

5 土師器 郭 ―, 一,5.7 精製
黄橙褐色
茶橙褐色

ロクロ水挽

織雷 観路農亀興
り   底部破片

底部 回転糸切り離し後ヘラ削り

6 土師器 郭
赤色、細い
白色粒子を
含む

淡茶褐色
茶褐色 存

独�
ヘ後し

り

離

削
文
り

ラ
暗
切

へ
状
糸

挽
い
射
転

水
細
放
回

ク
面
面
部

口
外
内
底

7 土師器 郭 4.8 赤色粒子を
含む 赤褐色

ロクロ水挽
外面 下部ヘラ削り    1/4残存
底部 回転糸切り後ヘラ削り
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番号 種 類 器形
法 量

胎  土
色  調

(A雷 )
整形 。特徴・ その他

器高・ 回径・ 底径

8 土師器 皿 27, 14.0, 精製
橙褐色
(一部黒変)

ロクロ水挽
髪 残存

9 土師器 皿 3.1, 14.9,  7.0 密 ?
淡黄茶褐色
黄橙褐色 色索舌釜象a7躍 [後ヘラ翫乞残存

土師器 皿 1.8, 13.4, 赤色粒子を
含む 赤茶褐色 虐笥き餞美サ臨琴      完形

土師器 皿 2.6. 15.41 赤色粒子を
含む 茶褐色

内盗尼後錦状暗文    1/4残存

土師器 甑 ―,17.0, 一 粗い白色粒
子を含む

暗橙褐色
(一部黄褐色)

ロクロ整形 (?)
口縁部破片

土師器 甕 ―. ― , 8,9 砂粒を含む 灰茶褐色
赤茶褐色

外面 縦刷毛目
内面 横刷毛目
底部に木葉痕      底部破片

土師器 甕 ―, 236,   一
黒
粒白ヽ

母

むヽ

雲
子
含

金
粒
を

赤茶褐色

外面

内面

土師器
粗い砂粒を
を含む

暗茶褐色
赤茶褐色

置きカマド (?)
破片

石 器 斧 縄文時代の所産であろう

<D区 4号住居址出土遺物> (第 65図 )
(単位 効)

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
≫面

面
内
外

色
く 整形・特徴 。その他

器高・ 口径・ 底径

1 須恵器 郭 42, 11.0,
白色砂粒を
ごくわずか
に含む

灰色
(一部赤色)

焼成があまく、赤味がある
底部回転糸切り

口縁部一部欠損

土師器 郭 4.6, 11,0, 赤色砂粒を
少量含む 茶褐色

舟畜

口

略欝裳亀翌 日縁部一部欠損

土師器 罫 4.1, 10.3,
を
か

粒
ず

砂
わ
む

色
く
含

赤
ご
に

赤褐色 催票回簸繋奇子削
り
口縁部一部欠損

土師器 郭 4,1, 10.5, 赤色微砂粒
を少量含む 赤褐色

底争畳肇繁切り  口縁部一部欠損

土師器 郭 4,4, 108, 赤色砂粒を
含む

茶褐色
赤褐色

外面 体部ヘラ削り
内面 暗文         完形

土師器 ―,36.0, 一
金雲母、自
色粒子を含
む

暗茶褐色
茶褐色 織露観‖毛目

口縁部破片

土師器 瓢(?〕 ―,10.4, 一
砂
に

色
量

白
多

い
を
む

粗
粒
含

淡茶褐色
赤褐色

撫で整形
       口縁部破片

土師器 甑 ―,23.2,12.0
粗い砂粒を
多量に含む 褪赤褐色 撫で整形

口縁部及び胴部～底部破片

石 器 砥石 黄褐色 片面に使用痕

石 器 鏃
石材
黒曜石

縄文時代の所産であろう
 脚部欠損
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<D区 5号住居址出土遺物> (第 66図 )

<D区 6号住居址出土遺物> (第 67・ 68図 )

(単位 伽 )

(単位 勁)

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
色  調

(癬唇)
整形・特徴 。その他

器高・ 口径・ 底径

1 土師器 蓋 4.1, 17.3,   一 砂粒を含む 赤黄褐色 む́冒み幸翼冦覇会
ラ削り 3/4残存

土師器 蓋 ―,13.4, 一 砂粒を含む 黄橙褐色 破片

土師器 蓋 5.9,23.5, 一 褐色粒子を
含む 黄橙褐色 外面 上部回転ヘラ削り  4/3欠損

内面 うず巻状暗文、墨書あり

土師器 杯 4.6 砂粒を含む 橙茶褐色
外面 体部下半ヘラ削り
内面 暗文あり
底部回転糸切り

土師器 罫 ―,11.35, 一 砂粒を含む 橙黄褐色 織目 繕受冴蓄
ヘラ削り

  %残存

土師器 郭 3.85,10.35, 4.4 砂粒を含む 暗茶褐色
黄茶褐色

外面 体部下半ヘラ削り

攘覇回鎮素現′     1/2残存

7 土師器 郭 4.35, 10.8, 5.6 茶色粒子
砂粒を含む 黄茶褐色

外面 体部下半ヘラ削り
内面 暗文あり
底部回転糸切り

8 土師器 甕 一. - 6.0 粗い砂粒を
含む 暗茶掲色 撫で整形       底部破片

土師器 蓋 砂粒を含む 茶橙褐色 墨書あり          破片

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
色  調

(環露)
整形・特徴 。その他

器高・ 口径 。底径

1 須恵器 士電 ―.― .7.4 白色粒子を
含む 灰色

ロクロ水挽
底部回転糸切り痕

2 須恵器 郭 ―.  一、10.8 白色粒子を
含む 灰色

付高台
           破片

3 須恵器 甕
白色粒子粗
い砂粒含む 灰色

外面に叩目
         破片

4 土師器 郭 4.25,10.85, 3.5 褐色粒子を
含む 赤黄掲色 織目 簿斐冴著

ヘラ削り 4/4残存

5 土師器 郭 12.0, 砂粒を含む 肌色褐色
茶褐色

磨滅により器面はザラつき整形等不
明白          1/3欠 損

6 土師器 郭 5.9,16.0, 一 砂粒を含む 黒、茶掲色 ロクロ水挽         破片

7 土師器 皿 2.2, 12.4, 粗い砂粒を
多量に含む 奄雹

色 外面 ヘラ削り
内面 うず巻暗文      完形

8 土師器 皿 ―;12.6,  一 赤褐色粒子
を含む 黄肌掲色

ロクロ撫で整形
破片

灰 釉 皿 ―. 9。 1.  ― 精製
色
色

緑
褐

灰
灰

淡
淡

付高台
破片

灰 釉 皿 ―,15.8, 一 精製
色
色

緑
褐

灰
灰

淡
淡

内面および外面口縁部に灰粕付
緩F

灰 釉 精製 灰釉色 把手と思われるが詳細は不明 破片

土師器

き
ま
の
ば

置
か
ど
つ

金雲母を多
量に含む 暗赤茶褐色 刷毛目あり

破片
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番号 種 類 器形
法 量

胎  土 そ潔雷ア 整形・ 特徴 。その他
器高・ 口径・底径

輔の
羽口 精製 陥 )

削り、撫でにより作られる
破片

<A区遺構外出土遺物> (第 69070図 )
(単位 効 )

番号 種 類 器形
法 量

胎  土
調
ヽ
ノ

面
面

内
外

色
／
く

整形・ 特徴 。その他
器高・ 口径・底径

l 須恵器 罫 4.0, やや粗い
砂粒を含む

淡黄褐色
灰茶褐色
(一部黒変)

付高台

1/2残存

須恵器 郭 14.8, 砂粒を含む 白灰色 底部回転ヘラ切り    %残 存

3 須恵器 甕 ―,22.0, 一
む

子
い
含

粒
粗
を

色
や
粒

白
や
砂

暗灰色 胴部外面叩目
口縁部破片

4 須恵器 甕 ―,15.5, 一 砂
子
い
む

粒
粗
含

色
や
を

自
や
粒

内
灰
け

部ヽ
が

色
縁
け

灰
口
付

暗
面
釉

口縁部に若干自然釉付着
口縁部破片

5 土師器 甑 (? 砂粒を含む 灰黄褐色 瞭警扇蓄形されるが、外面に甲展r

6 土師器 郭 ―,13.4, 一
白
含

い
を

粗
子

や
粒

や
色
む

暗黄褐色 削り及び撫でによりつくられる
%残存

7 土師器 郭 ―,15.0, 一 やや粗い
砂粒を含む 赤茶褐色 内面 放射状暗文

みこみ部ラセン暗文 1/3残存

土師器 郭 褐色粒子
砂粒を含む 白黄褐色 底魏鼠金費ラ肖1り     %残存

土師器 郭 3.9, 140, 6.2 砂粒を含む 黄褐色
ロクロ撫で整形
底部ヘラ削り       1/2残存

土師器 ? 2.6,16.0,  一 精製 淡黄褐色 内面 螺旋状暗文
皿乃至蓋と思われるが不詳 1/3残存

土師器 郭 15.5. 微砂粒を含
む

黄褐色
淡橙褐色

形と九

文暗状射
　
り

放
き
削

部
磨
ラ

ス
と
フ
ヘ

こ
へ
ち

み
面
持

内
手

面
部
部

内
体
底

土師器 甕 ―,17.4, 一 白色粒子
砂粒を含む 黄褐色 内面 横刷毛整形

口縁部破片

土師器 甕 ―,20,0, 一 白色粒子
砂粒を含む

淡茶褐色

粂面下部黒環目 碁綴肇働署雷彰髪蛋執破片
土師器 甕 ―,29。 4,  一 砂

子
い
む

粒
粗
含

色
や
を

自
や
粒

黄灰褐色 衆露 黒督習
かき目

口縁部破片

15～ 18は、輔の羽日の破片資料。いずれも

熱と火を受け変色したり脆くなっている。

これらの遺物は、水溜りのような暗褐色十

の落ち込みから出上したもので、ほぼ同一 レ

ベルから出上しているので工括遺物として扱っ

ておきたい。

Ｈ
＝
日
川
Ｈ
日
Ｈ
″

　

１

第 51図 A区 1号住居址出土遺物 (1/4)
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第 52図 C区 1号佳居址出上遺物 (1/3)
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第 53図 C区 1号住居址出土遺物 (1/3)
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第 54図 C区 2号住居址出土遺物 (1/3)
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第 55図 C区 2号住居址出土遺物 (1/3)

2(1/4)

（閲
７
０

第 56図 C区 3号住居址出十宿物 (1/3)

第 57図 C区 6号住居址出十浩物 (1/3)
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第 58図 C区 6号住居址出土遺物 (1/3)
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第 59図 C区幻の7号住居址出土遺物 (1/3)

D区 1号住居址出+浩物 (1/3)
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第 60図
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第 61図  D区 2号住居址出+指物 (1/3)
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第 63図 D区 3号住居址出十惜物 (1/3)
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第64図 D区 3号佳居址出+措物 (1/3)
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第 65図  D区 4号住居址出十指物 (1/3)
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第 66図 D区 5号住居址出十浩物 (1/3)

第 67図 D区 6号住居址出土遺物 (1/3)
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第 68図 D区 6号住居址出土遺物 (1/3)
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第 69図 A区遺構外出十惜物 (1/3)

一-76-一



―鎧
17

15

第 70図 A区遺構外出上遺物 (1/3)
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めとまⅦ

今回の調査で発見された遺構は、出土遺物により縄文時代竪穴住居l■ 3軒、集石土坑 1基、配

石遺構 2基、古墳時代竪穴住居址 2軒、奈良・ 平安時代竪穴住居址12軒、掘立柱建物址 1棟、そ

の他濤、土坑となっている。まとめとして以下にその概要をみていこう。

1 縄文時代

3軒の住居址及び集石土坑は、出土土器により中期後葉後半に位置付けられる。型式の上から

は、B区 1号住居址が 2・ 3号住居址よりも若干古いようである。住居址の平面形はほぼ円形を

呈し,石囲い炉を北寄りにつくり、南側に埋甕を有する本時期に一般的な形態を呈 している。今

回の発見は3軒 と少なかったが、遺構外から多くの上器片が出上 しており、氾濫・ 削平等を考慮

すれば当該地域には本時期の集落が存在していた可能性が窺えるb

C区 1号配石遺構は、中期中葉 。後葉前半の上器が出上 しており時間的幅がみられる。円形の

平面形を呈するが、性格等の詳細は不明白であり、今後類例を集めて検討すべきであろう。C区

2号配石遺構は、中期後葉に位置付けられる頸部に粘土紐によるX字状把手を付けた深鉢形上器

が主体に出土 している。これらの土器はすべて埋設されており、中央に方形の区画を作り、南東

隅と南西隅から張り出し部分を持つ特異な平面形を呈する本遺構の南側からのみ検出された。

(第 71図 )こ のような形態の配石遺構は珍 しく、他に類例をみないものであろう。墓域・ 祭祀遺

構等が考えられそうであるが、果してどのような性質のものであったのかは、今後の課題として

おきたい。これら向配石遺構は、当時の社会構造を解明していくうえで重要な資料となることと

思われる。

CttB-11グ リッドから後期前葉の土器とともに出上した中空土偶は、③体形的には顔を若干

斜め上に上げ、腕は水平に上げ先で垂直に下げ、腹部を突き出し、脚を踏ん張って直立できる、

②頭部が帽子をかぶったような表現がなされる、③顔は仮面を付けている、④中空であること、

⑤顕部に貫通孔がある、⑥吼房の表現がない等の特徴を備えており、特殊な形態のものである。

現在まで同形態の土偶は、唯一長野県上伊那郡辰野町新町泉水遺跡出上の上偶が知られるのみで

あり、県内においては北巨摩郡大泉村金生遺跡、北巨摩郡明野村清水端遺跡に同形態と思われる

土偶の破片が認められるに過ぎなかった。このような状況にあって、今回の後田遺跡での上偶発

見は意義のあるものであり、後期前半の特異な中空上偶の分布及びそれに拘る当時の人々の精神

生活を考究していく上で、本土偶の持つ意味は重要と言えよう。

2 古墳時代

2軒の住居址は、出土遺物により同時期のものと捉えられよう。比較的良好に遺物を出土した

C区 5号住居址からは、日縁部に櫛歯状工具による刺突がめぐるS字状日縁台付甕が発見されて

いる。この台付甕はS字状口縁台付甕の中でも最も古い段階に位置付けられるもので、県内では

西八代郡三珠町一城林遺跡、塩山市西田遺跡、韮崎市坂井南遺跡 (坂井南遺跡で第3次調査の結

果58軒あ住居址が発見され、出土土器をI～Ⅲ期に編年しており、本遺跡の土器は坂井南 I期に

-78-



第 71図 C区 2号配石遺構埋甕出上位置図
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該当するものとされる。)な どで確認されているが、いずれも僅かに日縁部の破片が確認される

のみであった。古墳時代前期の古い段階の土器が発見されたことは、古墳文化の波及を考える上

で遺跡の立地と併せて価値を持つものと思われる。

3 奈良・平安時代

奈良時代の住居址はA区 1号住居址・ D区 .1号住

居址のみであり、集落として捉えるには些か無理が

あろう。しかしA区遺構外からは一括で当該時期の

遺物が出土しており、またC区からは須恵器の円面

硯 (第72図)が採集されている。農耕等による削平

を考慮すれば奈良時代の構築物が存在した可能性が

窺える。

平安時代の住居址は10軒で、出土土器により9世

0                        10G″

第 72図 C区遺構外出土円面硯 (1/3)

紀後半から10世紀にかけて位置付けられる。掘立柱建物址も当該時期のものであろうか。住居址

はC区とD区 とに分かれるが、昭和61年度に調査された堂の前遺跡と合わせ考えると、本地域に

は大きな集落が営まれていたことになり、藤井平の歴史を経 く鍵となることであろう。

〔参考文献〕

米田明訓ほか 『柳坪遺跡』 山梨県教育委員会 1986

伊藤公明  防 城第 1遺跡』 大泉村教育委員会 1988

奈良泰史ほか 『中谷・宮脇遺跡』 都留市教育委員会 1981

宮沢公雄  『清水端遺跡』 明野村教育委員会 1986

赤羽篤 赤羽義洋  「長野県上伊那郡辰野町出上の土偶」『信濃』 31-4 信濃史学会 1979

山梨県立考古博物館第 1回特別展図録『土偶 一千年の女神が語る縄文時代の祈りとくらし』

山梨県立考古博物館 1983

小野美代子  『土偶の知識』考古学シリーズ18 東京美術 1984

山下孝司ほか 『坂井南』 韮崎市教育委員会 1988

山下孝司  『中本田・ 堂の前遺跡』 韮崎市教育委員会 1987

山下孝司  『前田遺跡』 韮崎市教育委員会 1988

お わ  り に

後田遺跡の発掘調査で発見された遺構並びに遺物は、縄文時代から平安時代に及び、質量とも

に豊富なものであり、まとめで述べたようにそれぞれの時代において当時の社会構造等を解明す

る上で貴重な資料になるものと思われる。しかしながら今回の報告は、限られた作業の中でなさ

れたものであり、遺構及びそれに伴う遺物を中心に資料を掲載・提示したにすぎない。調査の成

果と資料の分析・検討が総体に行き届かず不十分な点は否めないが、本報告書が今後の調査・研

究に活用されれば望外の悦びである。
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図 版 1

後田遺跡遠景

B区 1号住居址

B区 2号住居址



図 版 2

B区 3号佳居址

C区 1号集石土坑

C区 1号配石遺構
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図 版 3

調査風景

C区 2号配石遺構
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図 版 4

C区 4号住居址

C区 5号住居址

A区 1号住居址



図 版 5

C区 1号佳居址

C区 2号住居址

C区 3号住居址



図 版 6

C区 6号佳居址

C区掘立柱建物址

C区溝・土坑群
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図 版 7

D区 1号住居址

D区 2号住居址
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図 版 8

D区 4号佳居址

D区 5号住居址

D区 6号住居址



図 版 9

B区 1号住居址出土遺物

B区 2号住居址出十浩物

B区 3号住居址出土遺物



図 版 10

C区 1号集石土坑出土遺物

C区 1号配石遺構出土遺物
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図 版 11
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C区 2号配石遺構出土遺物



図 版 12

B区遺構外出土遺物

C tt B-11グ リッド出土遺物



図 版 13

C区 4号住居址出上遺物

C区 5号住居址出+浩物



図 版 14
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C区 1号住居址出土遺物

C区 2号住居址出土遺物 C区 6号住居址出土遺物



D区 2号住居址出土遺物

D区 3号住居址出土遺物
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D区 4号住居址出土遺物



図 版 16

D区 5号佳居址出上遺物

D区 6号住居址出十積物

A区遺構外出土遺物
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